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議会運営委員会 

 

令和２年１１月３０日（月）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長  おはようございます。 

 ただいまから議会運営委員会を開会いたします。 

 本日の議会運営委員会の審議につきましては、令和２年第４回尾鷲市議会定例会

に提出されます議案第６８号、尾鷲市地方創生拠点整備等基金の設置、管理及び処

分に関する条例の制定についてから、議案第７６号までの９議案と、それから発議

２件、それから３番目に議員派遣について、４番目に会期及び議事日程（案）につ

いて、５番目に一般質問発言通告書提出期限について、６番目に議案質疑発言通告

書提出期限について、７番目に討論発言通告書提出期限について、８番目その他の

項となっておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、最初に、市長のほうから御挨拶を。 

○加藤市長  おはようございます。 

 本日は、令和２年第４回定例会のための議会運営委員会を開催していただきまし

て、誠にありがとうございます。 

 本定例会に上程いたします議案につきましては、議案第６８号、尾鷲市地方創生

拠点整備等基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定についてをはじめ、条例

の制定議案が２件、議案第７０号、尾鷲市国民健康保険税条例の一部改正について

の条例の一部改正議案が１件、そして、議案第７１号、令和２年度尾鷲市一般会計

補正予算（第７号）の議決についてから、議案第７５号、令和２年度尾鷲市水道事

業会計補正予算（第１号）の議決についてまでの、補正予算関係の議案の５件と、

議案第７６号、尾鷲市教育委員会委員の任命についての人事議案が１件の計９議案

についてでございます。 

 これら提出議案等の詳細につきましては、総務課長より説明いたさせます。よろ

しく御審査賜りますようお願い申し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 それでは、提出議案の説明を求めます。 

○竹平総務課長  それでは、令和２年第４回尾鷲市議会定例会への提出議案につ

いて御説明をさせていただきます。 
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 通知をさせていただきます。 

 議案書の表紙の次のページでございますが、本定例会の提出議案は、議案第６８

号及び議案第６９号の条例の制定議案２件と、議案第７０号の条例の一部改正議案

１件、議案第７１号から議案第７５号までの補正予算関係の議案が５件と、議案第

７６号の人事議案が１件でございます。 

 それでは、各議案について説明をさせていただきます。 

 １ページをお願いいたします。 

 議案第６８号、尾鷲市地方創生拠点整備等基金の設置、管理及び処分に関する条

例の制定についてにつきましては、地域再生法第５条の規定により、地域再生計画

に記載されたおわせＳＥＡモデル構想の推進事業に対し、企業版ふるさと納税によ

る法人からの寄附金等を有効に活用することにより、施設整備等を推進するため、

地方自治法第２４１条第１項の規定に基づき、尾鷲市地方創生拠点整備等基金を設

置するものでございます。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 議案第６９号、所得税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定についてにつきましては、令和２年３月３１日に公布された所得

税法等の一部を改正する法律が令和３年１月１日に施行されることに伴い、特例基

準割合が延滞金特例基準割合に名称が改められ、延滞金等の計算の前提となる割合

が新たに平均貸付割合に規定されたことにより、尾鷲市海洋深層水総合交流施設・

分水施設の設置及び管理に関する条例と尾鷲市営住宅条例の２条例の一部を改正す

るものでございます。 

 次に、５ページの議案第７０号をお願いいたします。 

 尾鷲市国民健康保険税条例の一部改正についてにつきましては、税負担の公平性

を確保するための課税限度額の見直し及び令和３年１月１日施行の個人所得課税の

見直しにおいて、給与所得控除等から基礎控除に繰替えが行われることにより、税

の負担水準に関し不利益が生じないよう、軽減判定所得の基準を見直すものでござ

います。 

 次に、７ページを御覧ください。 

 議案第７１号、令和２年度尾鷲市一般会計補正予算（第７号）の議決についてか

ら、１１ページの議案第７５号、令和２年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第１号）

の議決についてまでの５議案につきましては、お手元に配付の一般会計補正予算

（第７号）の主要事項説明に取りまとめておりますので、その説明書をもって御説
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明をさせていただきます。 

 通知をさせていただきます。 

 主要事項説明の１ページをお願いいたします。 

 今回提出の補正予算計上額は、予算集計表に記載のとおり、一般会計で１億１,

１７９万４,０００円、国民健康保険事業会計では８４万６,０００円の減額、後期

高齢者医療事業会計で２８３万２,０００円を歳入歳出それぞれ追加するものであ

ります。 

 また、病院事業会計では、歳入で９,３９５万７,０００円、歳出で１億４,２７

５万円をそれぞれ減額し、水道事業会計では、歳入で１７万１,０００円の追加、

歳出で１９３万９,０００円を減額し、これにより、各会計合計で予算総額２１６

億１,５４７万８,０００円とするものでございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 一般会計の歳入の主なものについて説明をさせていただきます。 

 １４款国庫支出金４,５５９万８,０００円の増額は、利用者の増加に伴う、障害

者自立支援給付等負担金９７４万３,０００円。医療扶助の増加による医療扶助費

等国庫負担金１,８８２万７,０００円の増額。新型コロナウイルス感染症に係るワ

クチンの接種を円滑に実施するため、必要な体制確保に要する経費に対し交付され

る新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種体制確保事業補助金５５０万６,

０００円が主なものでございます。 

 次に、１５款県支出金７３５万２,０００円の増額は、利用者の増加に伴う、三

重県障害者自立支援給付費等負担金６０９万４,０００円の増額が主なものでござ

います。 

 １６款財産収入は、尾鷲中央駐車場敷地の売却見込額１,４５２万円を追加する

ものでございます。 

 １７款寄附金２,２６２万円の増額は、災害等対策基金寄附金として、１２名の

方々から３２万円、林業振興事業寄附金として、一般財団法人尾鷲みどりの協会か

ら２,２３０万円を御寄附いただいたものでございます。 

 ２０款諸収入２,６７０万４,０００円の増額は、紀北広域連合からの地域支援事

業受託事業収入４０６万５,０００円の増額、三重県管理回収機構への派遣職員１

名分の追加による４２３万５,０００円の増額、尾鷲市病院前バス停移設に係る病

院事業会計からの負担金１７０万３,０００円の追加、紀北広域連合負担金前年度

精算金１,５２７万１,０００円の追加が主なものでございます。 
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 ２１款市債５００万円の減額は、過疎対策事業債ソフト分の充当事業変更による

緊急通報システム管理事業債２００万円の皆減及び救急医療体制強化事業債２００

万円の増額。本市で借入れ予定であった資機材搬送車整備に係る市債が、三重紀北

消防組合の借入れになったことによる、消防車両等整備事業債５００万円を減額す

るものでございます。 

 次に、３ページ、歳出について御説明いたします。 

 各款別の補正額は記載のとおりでございます。 

 このうち主なものについて、次の４ページで御説明をさせていただきます。 

 まず、各款共通の人件費は、特別職１３１万６,０００円の減額は、副市長が４

月１日就任のため、期末手当支給期間率が３割となったことによる１００万４,０

００円の減額。一般職２,９８７万円の減額は、報酬で、雇用期間の短縮等による

会計年度任用職員報酬２７０万８,０００円の減額、給料では昇格に伴う増額分及

び人事異動により１,３７６万３,０００円の減額。職員手当、期末勤勉手当の減額

を含む８５１万８,０００円の減額、共済費４８８万１,０００円の減額でございま

す。 

 総務費、財産管理費、基金積立金８,９７３万４,０００円の増額は、財政調整基

金積立金６,７１１万４,０００円、尾鷲みどりの基金積立金２,２３０万円、災害

等対策基金積立金３２万円を記載のとおり各基金に積み立てるものでございます。 

 企画費、交通体系関係事務経費６２３万６,０００円の増額は、運賃収入が減少

したことによる自主運行バス運行委託料２８３万円の増額、尾鷲市病院前バス停移

設に係る土地購入のための公有財産購入費２９９万５,０００円が主なものでござ

います。 

 戸籍住民基本台帳費、戸籍の広域交付化などに向けた法務省へのデータ送信機能

など、戸籍総合システム改修業務委託料２１１万２,０００円を追加するものでご

ざいます。 

 次に、民生費は、社会福祉総務費で人件費の減額による紀北広域連合負担金１１

９万５,０００円の減額。自立支援給付事業では、介護給付・訓練給付費２,４３７

万７,０００円の増額で、利用者数の増加により生活介護事業費ほか、それぞれ増

額するものでございます。 

 ５ページの後期高齢者医療費は、後期高齢者医療事業特別会計繰出金が２６６万

７,０００円の増額。児童措置費においては、受給対象者が当初の見込みを超えた

ことにより４９４万円の増額。扶助費では、医療費等の増加に伴う医療扶助費が２,
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５１０万４,０００円増額であります。 

 衛生費、予防費５５０万９,０００円の増額は、新型コロナウイルスワクチンの

接種体制を確保するための準備経費として業務委託料３１９万４,０００円の追加

であります。し尿処理費２３１万４,０００円の増額は、自損事故による車両修繕

料の追加です。 

 消防費では、常備消防費で、組合債等の歳入増加及び人件費の減額などによる負

担金１,８９０万５,０００円の減額です。 

 災害復旧費では、本年１０月に発生した台風１４号により被害を受けた林道矢ノ

川支線に係る災害復旧工事請負費６０万円を追加するものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 まず、繰越明許費ですが、７款土木費、５項都市計画費、尾鷲市都市計画マスタ

ープラン見直し事業につきましては、年度内での事業実施が困難であるため繰越事

業として実施するものでございます。 

 続きまして、債務負担行為補正５９件の追加は、来年度以降における事業の円滑

な執行のため、表に記載のとおり、それぞれ期間、限度額を定めるものでございま

す。 

 次に、８ページをお願いします。 

 国民健康保険事業特別会計補正予算では、歳入歳出それぞれ８４万６,０００円

を減額し、歳入歳出総額を２３億７,０９５万２,０００円とするものであります。 

 歳入では、保険基盤安定繰入金ほか職員給付費３３８万７,０００円の減額等に

より、一般会計からの繰入金を減額するものでございます。 

 歳出は、総務費で、人事異動等に伴う３３８万７,０００円の減額、基金積立金

２５６万４,０００円の増額が主なものでございます。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 後期高齢者医療事業特別会計では、歳入歳出それぞれ２８３万２,０００円を追

加し、歳入歳出総額を６億５,１７８万６,０００円とするもので、歳入では、事務

費繰入金２６６万７,０００円の増額、歳出では、人事異動等に伴う職員人件費等

３１０万９,０００円の減額、諸支出金で療養給付費負担金、前年度精算金５９４

万１,０００円の追加が主なものでございます。 

 次の１０ページ、病院事業会計でございますが、収益的収入及び支出の収入では、

医療収益が２億９,３９５万６,０００円の減額、これは入院患者数が年間延べ６,

６５５人の減少、また、外来患者数が年間延べ２,６６０人の減少となっており、
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それに伴い入院収益及び外来収益の減額によるものでございます。 

 医業外収益では、新型コロナ対策事業補助金１億９,８７９万９,０００円を増額

するものでございます。 

 支出では、医業費用１億３,８２３万４,０００円の減額は、給与費が６,４９９

万２,０００円、材料費５,２１０万１,０００円の減額と、光熱水費及び燃料費、

給食業務委託料などの実績に伴う減額によるものでございます。 

 医業外費用では、控除対象外消費税の減額等により５７８万１,０００円の減額

であります。 

 資本的収入及び支出では、収入で、医療機器整備事業債の増額による企業債が１

２０万円の増額で、支出では、医療機器購入費１２６万５,０００円の増額であり

ます。 

 続きまして、債務負担行為補正でありますが、１９件の追加で、表に記載のとお

り、期間及び限度額を定めるものでございます。 

 次に、１２ページをお願いします。 

 水道事業会計ですが、収益的収入及び支出の収入では、営業外収益が令和元年度

決算値の反映により、長期前受金戻入を１７万１,０００円増額するものでござい

ます。 

 支出では、営業費用が人事異動等による人件費及び減価償却費など１９３万９,

０００円を減額するものであります。 

 債務負担行為補正は表に記載のとおり、来年度以降における事業の円滑な執行た

め、事項、期間及び限度額を定めるものでございます。 

 補正予算関係の５議案の説明は以上となっております。 

 次に、議案書に戻っていただきまして、議案書の１２ページをお願いいたします。 

 通知をさせていただきます。 

 議案第７６号でございます。尾鷲市教育委員会委員の任命についてにつきまして

は、教育委員会委員の大門利江子氏の任期が本年１２月７日に任期満了となります

が、引き続き委員として再任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 以上で提出議案等の説明とさせていただきます。 

○三鬼（孝）委員長  ただいま総務課長のほうから、提出議案９議案の説明がご

ざいましたけれども、何かありますか。 

○濵中委員  歳出なんですけれども、予算書のほうですね、ちょっと送ってもら
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えますか。 

 病院前の土地の取得なんですけれども、これは、これまで病院のほうで賃貸で借

りておった場所やと思うんですけれども。以前に、もうこれ購入されたらどうです

かという話も質問もしたことがあって、折り合いがつかないのでというような話が

あったので、これまでの交渉も病院がやっておったと思うんですけれども、今回こ

れ、一般会計のほうで予算が上がっておるということは、病院事業の財産にはなら

ない、一般会計のほうの財産になるというような感じですか。 

○下村副市長  今回の病院前の用地の購入につきましては、従前からふれあいバ

ス等の、いわゆる下りのバス停が紀北市場の向こうのパーティーハウス前にあると。

あそこで雨が降ったりとか日が当たったりとかいうことがありまして、従前からち

ょっと違う場所にというお話がありましたが、国土交通省さんのほうで、用地さえ

確保してくれるのであれば、バス停を移動する、病院前に入れることができますよ

というような。交通安全の面からも、交差点前でバスが停車することによって追越

しするということで、危険ということで、敷地内に入るのであれば、安全対策とな

るということで、今回はバス停留所の移転ということで、一般会計のほうで。もち

ろん病院への乗り入れもあるということで、一応一般会計で購入するものの、病院

会計から半分を負担していただくという形になります。 

○濵中委員  事業内容に関しては委員会で詳しくお聞きすればいいのかなと思う

んですけれども、これ、地続きになって、もちろん負担金も出すぐらいのことをや

るんやったら、もう病院で買われてということのほうが自然ではないのかなという

気がするんですね。というのは、所管の問題もありますでしょうし、この地続きの

ところで、管理や責任において、どこが所管するのかなというふうな疑問もあるの

で、これは、この予算計上は病院事業ではないのかなという気がするんですけど、

違いますか。これ、公共交通のためのものやから、一般会計というふうになるんで

すか。 

○下村副市長  結果的に公共交通の交通安全対策ということで、市のほうで購入

という。結果的に国土交通省さんが整備をしていただくと、その整備結果としては

公共交通の安全対策ということになりましたので、一般会計のほうで予算計上させ

ていただきました。 

○濵中委員  所管はどこになりますか。この場所に関しては。 

○三鬼（孝）委員長  政策調整じゃないですか。 

○下村副市長  政策調整課のほうが公共交通の関係で、政策調整課のほうが予算



－８－ 

計上させていただきました。 

○三鬼（孝）委員長  総務課長、議案７６号の教育委員会の任命の件の履歴書に

番地が乗っておらんのだけど、これは……。 

（「個人情報です」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  すみません。 

 他にございませんか。よろしいですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、２番目に発議についてでございますけれども、

事務局長のほうから説明願います。 

○高芝議会事務局長  それでは、発議について説明させていただきます。 

 まず、発議第１２号、尾鷲市議会議員定数条例の一部改正について（案）につき

ましては、昨年来、尾鷲市議員定数問題検討会を設置していただき、全議員さんか

ら議員定数に関する聞き取り、市民アンケートの結果等を十分に踏まえた検討のほ

うを重ねていただき、４月１６日開催の議員定数問題検討会におきまして、最終的

に方向性のほうを決定していただきました。 

 そのとおり、今回、現状の議員定数１３人を１０人に改める、尾鷲市議会議員定

数条例の一部を改正する内容とさせていただいております。 

 なお、この発議の提出者及び賛成者につきましては、後ほど議長のほうから御発

言いただきたいと思います。 

 次に、発議第１３号、不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書について（案）

につきましては、提出者が内山將文議員、賛成者が上岡雄児議員、仲明議員、小川

公明議員でございます。 

 内容につきましては、別紙、意見書案のとおりでございますので、御確認いただ

きますよう、よろしくお願いいたします。 

 なお、この発議２件の取扱いでございますが、本定例会最終日である１２月２２

日に上程していただき議決いただくという取扱いでよろしいかどうか、御協議のほ

うをお願いしたいと思います。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  それでは、発議１２号につきまして、議長のほうから御発

言願います。 

○村田議長  これは全員協議会で諮っていきたいと思うんですけれども、最終的

に、提出するに当たって賛成者がどうなのかということを再確認すると、こういう



－９－ 

ことで全協で諮っていきたいと思います。 

○三鬼（孝）委員長  分かりました。この発言についてよろしいですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、３番目の議員派遣について、事務局長、説明

願います。 

○高芝議会事務局長  それでは、議員派遣について説明させていただきます。 

 議員派遣一覧表に記載のとおり、令和３年１月２９日に鈴鹿市におきまして第１

６１回三重県市議会議長会定期総会が開催される予定でございます。議長とともに

小川副議長が出席することから、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１

６６条の規定により議決をいただくものでございます。 

 この議員派遣につきましては、本定例会最終日に議決いただく予定としておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  議員派遣について、よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  続きまして、４番目の会期及び議事日程（案）について、

局長のほうから説明してください。 

○高芝議会事務局長  それでは、会期及び議事日程（案）について説明させてい

ただきます。 

 会期は、１２月７日月曜日から１２月２２日火曜日までの１６日間でございます。 

 会議はいずれも午前１０時開会とさせていただいております。 

 １２月７日に本会議を開会いたしまして、会議録署名議員の指名、会期決定の後、

議案上程、提案説明、審議留保、これは先ほど執行部から説明がありました議案第

６８号、尾鷲市地方創生拠点整備等基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定

についてから議案第７５号、令和２年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第１号）の

議決についてまでの計８議案についてでございます。 

 次に、議案上程、提案説明、質疑、討論、採決、これは議案第７６号、尾鷲市教

育委員会委員の任命についての人事案件１件についてでございます。 

 次に、翌１２月８日火曜日から１１日金曜日までは議案調査、１２日、１３日は

土日のため休会となります。 

 １４日月曜日午前１０時より本会議を再開していただき、１２月７日に上程、提

案されております議案に対する質疑の後、常任委員会に付託していただき、その後、
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一般質問に入っていただきます。 

 １７日木曜日、１８日金曜日は行政常任委員会を開催していただき、付託議案及

び所管事項の審査を行っていただきます。 

 ２１日月曜日は予備日とし、２２日火曜日午前１０時から本会議を再開していた

だきまして、付託議案の委員会における審査結果等の委員長報告、委員長報告に対

する質疑、討論、採決を行い、閉会となる予定でございます。 

 委員長、続けて、各通告書を説明させていただいてよろしいですか。 

 それでは、各発言通告書の提出期限のほうを説明させていただきます。 

 事項書５番目、まず、一般質問発言通告書提出期限につきましては、申合せによ

り１２月８日火曜日の午前１１時までとさせていただいております。 

 次に、事項書６番目の議案質疑発言通告書提出期限につきましては、議案第７６

号につきましては、１２月４日金曜日の午前１１時、その他の議案につきましては

１２月８日火曜日の午前１１時まで。 

 次に、事項書７番目の討論発言通告書提出期限につきましては、議案第７６号に

つきましては１２月４日金曜日の午前１１時まで、その他の議案につきましては１

２月２１日月曜日の午前１１時までとさせていただいております。よろしくお願い

いたします。 

 また、ただいま議案付託表（案）のほうを通知させていただきましたので、御確

認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 会期及び議事日程（案）等について、局長のほうから説明がありましたけど、こ

れについて何かありますか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  ないようでございます。このように議会を取り計らいたい

と思います。 

 続けます。 

 ８番目のその他の項、何かありますか。 

○楠委員  ８月１９日に、尾鷲市議会の新型コロナウイルス感染症対策申合せ事

項について、現状にそぐわないところがありますので、ぜひ全協に諮って、その対

策の内容について、再度検討をお願いしたいと。 

 内容につきましては、対策の１である、県外の不要不急の移動は当分の間自粛す
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るものとするというところ。もう一点、４番目の、議員自ら感染を拡大する原因と

ならないよう、発熱や風邪の症状が見られる場合は本会議や委員会への出席はもと

より、不要不急の外出を自粛するもの。また、県外に滞在した場合には、１４日間

は本会議、委員会などの会議への出席はもとより、不要不急の外出を自粛するもの

ということで、この２点については現状にそぐわないと思いますので、ぜひ全協で

協議をお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

○三鬼（孝）委員長  ただいま楠委員のほうから、コロナ感染対策の申合せをつ

くっておりますけれども、変更等の申込みがありましたけれども、議運じゃなしに

全協で、議長のほうから取り計らっていただけますか。 

○村田議長  せっかくの議員からの申出でありますので、全協で扱いたいと思い

ますけれども、楠委員がおっしゃっている２点については、皆さんに十分御意見を

聞いて、変更の必要があるのかないのかということを決めていきたいと思います。 

○三鬼（孝）委員長  ただいま議長のほうから発言がございましたけれども、そ

の点について、どうですか、皆さん。よろしい。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  全協で取り扱うことにいたしますので、よろしくお願いを

いたしたいと思います。 

 他にございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  なければ、これで議会運営委員会を閉会します。御苦労さ

んでした。 

（午前１０時２９分 閉会） 


